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論　　文　　の　　要　　旨
　或種の群体ホヤではラ群体特異性と呼ばれる自已1非自已の認識能が存在する。本論文はヨ3種
類の日本産マメボヤ（P舳助o〃切o肋α，P∫昭舳ゴ㈱紅P力舳o∫舳α）を用いて，マメボヤ類
における群体特異性の発現様式とその発現機構の解明を目的としたものである。
　P切o〃肋とP∫昭舳加∫ゐには群体特異性が存在する事が判明した。これら2種に見られる癒
合反応は各々似ている。群体の自然表面同士が接触した際、P切o肋αでは被嚢癒合前に認識が起
こる。一方，P8昭舳伽sゐではラ被嚢癒合前と癒合後の2段階の認識が起こる。群体の自然表面同
士が接触しただけで2段階の認識が起こるという現象は，これまでに報告がなく，P∫昭α〃㈱ゐの
認識系が独得なものである事が示唆される。P切o肋αとP　Sαgα〃舳S｛Sの各々でラ親子群体問の
癒合性を調べてみると、親子群体でも血管の癒合しない組み合わせが存在する。この事実はラこれ
らの種における群の癒合性の遺伝的調節がヨ親子群体同士は必ず癒合する8o妙〃∫〃刎細物郷のそ
れとは異っているそとを示す。またP伽o肋αやR　S昭舳伽S乞Sの癒合や非癒合の反応では，特定
の種類の血球が反応域に集合し，上皮細胞に付着したり，被嚢内へと浸潤（P切o肋αの非癒合反
応で顕著）したりする。特にP∫噸舳伽必ではラ1ymphocyteがどちらの反応にも関与している可
能性が初めて示された。今後うこれらの反応における1ymphocyteの役割を明らかにする事が極めて
重要であると考えられる。
　P力舳o∫伽αの群体の自然表面同士が接触するとヨ自已群体とですら拒絶反応に似た反応を示す
一55一
ことがある。一方。群体の切断面同士が接触すると，群体の由来によらず常に癒合が起こる。この
ためヨその種には厳密な自已と非自已の識別系が欠如していると考えられる。
　異種に対する認識は，一部のイタボヤ類にのみ知られていたが。今回の癒合実験により，P切o肋α
とP∫昭㈱タ㈱ゐは，互いの群体の自然表面同士が接触するだけで，各種内で起こる非癒合反応と同
様な反応を示し得る事が判明した。その事は，両種はヨ同一か極めて類似した認識機構を保有して
いる事を示唆する。P力舳o∫伽αと残る2種との問で行った癒合実験の結果は，R力舳o∫α舳は他
の2種を非自已と認識しないが，P切o〃北αとP∫昭舳乞㈱ゐはP力舳o∫α伽を非自已とみなして
いる可能性を示した。
　Fuke（1980）の方法に従い、3種の血球同士の聞で冊c㎝tactreacti㎝”の有無を調べたところ，
種内1種問いずれの組み合わせにおいても明瞭な反応は検出されなかった。血球の培養条件に問題
が無いのならば。今回用いた3種のマメボヤの血球はヨ直接の接触によりauogeneic及びxenogene三c
な血球を攻撃する能力を保有していないと思われる。これが認識の欠如によるものか，との後の攻
撃機構の欠如によるものかは今後の研究による解明が必要である。
審　　査　　の　　要　　旨
　比較免疫学の分野でヨ最も興味ある問題の1つは，自已1非自已の認識機構の系統進化，特に脊
椎動物の免疫機構の起源についてである。このような観点からヨ系統上無脊椎動物と脊椎動物との
申問的位置にある原索動物のホヤにおける群体特異性の研究の意義は極めて大きい。
　著者はサ群体特異性が欠如していると考えられていたマメボヤ類を用いてラ特異性の発現様式を
詳細に調べた。との結果、イタボヤ類に限定されていた群体特異性発現に関する知見を大巾に増加
させ，群体ホヤ全体への拡張の第一歩を築いた。特にヨP∫昭α〃㈱ゐでは，初めて，自然状態で2
段階の認識能が発現される系を発見し、その発現が厳密な遺伝的調節下にある事を示したためラ群
体特異性発現の複雑な背景の存在を浮き彫りにした。また，癒合性の遺伝的調節形式如，マメボヤ
類とイタボヤ類では異っている事を示すと共にヨ癒合1非癒合反応に1ymphocyteが関与する可能性
を初めて示した事はラ群体特異性の機構解析に大きく寄与するものである。癒合性の遺伝的背景の
詳しい解析，血球培養法の確立など未解決な点もあるが、今後，その分野の研究の基礎となるもの
でその意義は大きい。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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